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AGENDA

midas Civil 製品紹介Session.1

【基本操作】解析データ作成・結果確認Session.2

【例題実習】単径間アーチ橋を用いた骨組解析Session.3

miads Civil活用事例紹介Session.4
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

Session.1

midas Civil 製品紹介

“静的解析から⾼度な解析まで、あらゆる解析に対応”

土木分野の汎用構造解析プログラム1
midas Civil 機能概要
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Stage 2

Stage 32

Stage 30

Stage 26

Stage 10

Stage 18

●ワークツリーによる作業内容確認

●他人が作業したモデルでも一目でわかる。

●段階施工データの簡単な確認
・ 施⼯段階単位のデータ管理
・ 段階施⼯アニメーション

●モデル自動チェック機能
・ 重複要素、自由境界/面のチェック
・ 要素座標系の不具合チェック

●マルチウィンドウによる作業効率性Up
・ 同モデルに対する結果成分別の比較

マルチウィンドウ制御の作業効率性の向上

midas Civil 機能概要

最新インターフェイスを⽤いた便利なモデリングと簡単なデータの検討と修正

直観的な作業環境2

●ワークツリーによる作業内容確認

●他人が作業したモデルでも一目でわかる。

●段階施工データの簡単な確認
・ 施⼯段階単位のデータ管理
・ 段階施⼯アニメーション

●モデル自動チェック機能
・ 重複要素、自由境界/面のチェック
・ 要素座標系の不具合チェック

●マルチウィンドウによる作業効率性Up
・同モデルに対する結果成分別の比較

●ワークツリーによる作業内容確認

●他人が作業したモデルでも一目でわかる。

●段階施工データの簡単な確認
・ 施⼯段階単位のデータ管理
・ 段階施⼯アニメーション

●モデル自動チェック機能
・ 重複要素、自由境界/面のチェック
・ 要素座標系の不具合チェック

●マルチウィンドウによる作業効率性アップ
・同モデルに対する結果成分別の比較

●64ビット対応のプリポストとソルバー
・ GPUソルバー『グラフィック・アクセレーター』 に対応

●使用できるメモリの制限がない。
・ ⼤規模モデルの解析や結果データ量の⼤きい動的解析で有効

比較-１

要素 56,634
解析タイプ 静的解析

システム環境 計算時間
Civil 32-bit 2641.57 秒
Civil 64-bit 1590.49 秒

1.7倍
速度向上

比較-２

要素 116,586
節点 158,256

解析タイプ 材料非線形解析

解析可能

システム環境 計算時間
Civil 32-bit Out of Memory
Civil 64-bit 13663.80   秒

midas Civil 機能概要

64ビット対応の優れた計算性能 → プリポスト、ソルバー共に64ビット対応

優れた計算性能3
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

●変形図、分布図、コンター表示
・ 断面⼒や応⼒度のコンター表⽰
・ 変形図＋コンター図＋分布図表⽰

●結果アニメーション
・ アニメーション再生、AVIファイルに保存

●多彩な時刻歴結果表示
・ 非線形梁部材の断面⼒履歴
・ ファイバー断面のセル別の非線形状態
・ 履歴グラフのEXCEL形式へ書き出し

● Word形式の解析計算書
・ 解析条件変更による再解析後に
・ 既作成計算書の自動更新

板要素の単位幅当たりの断面⼒分布

ソリッド応⼒ – 同値面

Von-Misses 応⼒ + 変形後形状

変形図コンター

ファイバーのセル状態,引張結果

midas Civil 機能概要

多彩な結果表示4
ビュジュアル表⽰だけでなく、“EXCEL” や “Word” と連動して結果分析をサポート

●変形図、分布図、コンター表示
・ 断面⼒や応⼒度のコンター表⽰
・ 変形図＋コンター図＋分布図表⽰

●結果アニメーション
・ アニメーション再生、AVIファイルに保存

●多彩な時刻歴結果表示
・ 非線形梁部材の断面⼒履歴
・ ファイバー断面のセル別の非線形状態
・ 履歴グラフのEXCEL形式へ書き出し

● Word形式の解析計算書
・ 解析条件変更による再解析後に
・ 既作成計算書の自動更新

 一般的な橋梁 - 桁橋、ラーメン橋など
 ケーブル橋 - 斜張橋、エクストラドーズド橋、吊橋
 PC架設橋梁 - 張出工法、押出工法、固定支保工工法など
 3次元性を考慮すべき橋梁 - ランプ橋、斜橋、曲線橋など

製品の適用分野
 インテグラル橋
 骨組系の構造 - 2次元断面構造、杭など
 壁構造系の構造 - 上下水道施設、トンネル覆工など
 マスコンクリート - 3次元ソリッド、温度応⼒検討

製品の適用事例

midas Civil 機能概要

■ トンネル覆⼯の構造解析■ ファイバーを使ったアーチ橋の耐震解析

■免振橋の耐震解析

非線形の時刻歴解析

■架設時の安全性検討

■上下水道施設の耐震解析

上げ越し量の計算結果

施⼯段階中の手延べ桁の
たわみグラフ
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midas Civil 機能概要

耐震分野でどのように活用できるか?

 プッシュオーバー解析
・ 非線形部材

- 梁要素梁・トラス(M-φ、ファイバー)
- 非線形バネ

・ RC, スチール, SRC部材に対応
・ 荷重増分法、変位増分法
・ 損傷状態の出⼒「非線形状態、履歴グラフなど」

『鉄筋や鋼材の応⼒-ひずみ関係の定義』

『コンクリート断面のファイバー分割』

『時刻ステップ別の部材損傷状態の表⽰』

 動的非線形解析
・ 非線形部材

- 梁要素梁・トラス(M-φ、ファイバー)
- 非線形バネ

・ RC, スチール, SRC部材に対応
・ 直接積分法、減衰マトリックスの更新
・ 大変形の考慮「幾何剛性を適用」
・ 免制震︓ダンパー, 免震装置, ギャップ, フック
・ 損傷状態の出⼒「非線形状態、履歴グラフなど」

『部材の断面⼒履歴確認』
『積層ゴム装置のせん断方向のバネ特性』

『免震橋の動的非線形解析』

■ 構造物と地盤の相互作用 『多様なバネタイプ』

『杭-地盤の相互作⽤を考慮』

線形リンク︓1節点バネ、2節点バネ、面分布バネ
汎用リンク︓非線形タイプ
- 弾塑性モデル︓非線形梁と同じ履歴特性が使⽤
- マルチリニア型の弾塑性︓弾性 / 移動硬化 / 武田型 / Pivot型

『修正武田型モデル』『移動硬化型モデル』

midas Civil 機能概要

『Pivot型モデル』

耐震分野でどのように活用できるか?
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midas Civil Ver.882

2019年6⽉リリース予定︕

１．活荷重解析
- T荷重に対応
- 移動荷重トレーサ︓最⼤/最⼩値を発生する荷重の載荷条件と⾞両の載荷位置を表⽰
２．M-φ関連
- 平成24年道⽰に対応
- 鋼管杭のM-φ自動生成
- 履歴モデルの追加︓①鉄骨座屈モデル(若林モデル) ②オリジナル武田スリップ型（Trilinear）③軸変形剛性低減型
３．履歴・時刻歴グラフの改善
- スマートグラフ︓ヒンジ特性が与えられた部材の一覧を表⽰→グラフ表⽰する要素と結果種類を選択するだけで簡単にグラフ化
４．要素中心値によるコンター表示
５．面分布バネのマルチリニア対応
- 水平地盤反⼒係数や上限値を⼊⼒するだけで、非線形バネが自動生成
６．ファイバーモデル
- 鉄筋材料︓修正MPモデル対応
- ファイバーの自動分割︓四角形、円形断面
７．免制震デバイス追加
８．平成29年道示による荷重組合せの自動⽣成

■ 部材M-φ関係の自動計算（平成24年道示に対応）
 平成24年道路橋⽰方書に対応した部材のM-φ関係を自動計算します。
 対応する部材タイプと断面種類
1. RC橋脚︓矩形、円形、⼩判形、八角形 (※全ての断面で中空部を考慮可能)
2. 鋼製橋脚︓ ボックス、パイプ
3. コンクリート充填した鋼製橋脚 ︓ ボックス、パイプ
4. RC、PC部材の上部⼯︓任意形状

基本設定

• 部材M-φ関係を計算するための基本設定
• 材料のσ-ε関係の基準を選択
• M-φ関係を計算する際の断面の分割数や中
⽴軸計算時の繰り返し回数などを指定

非線形特性設定

• 部材の材料特性を定義
- RC部材の場合、鉄筋種類を追加定義

• 材料別に履歴タイプを定義
• 計算する限界状態(耐震性能2や3)を定義

断面情報定義

• 主筋や横拘束筋の情報を⼊⼒
• 断面補正係数(α, β)、中間横拘束筋関係
(ns, d, d’)の追加情報をテーブルで一括⼊⼒

• 部材ヒンジ⻑さ Lp の自動計算

基本設定 材料＆ヒンジ特性の設定 断面情報の設定

midas Civil Ver.882
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 平成24年 道路橋⽰方書に対応してRC橋脚の地震時保有水平耐⼒を計算します。
 全体系モデルにおいて橋脚ごとに計算ケースを定義できて、複数の橋脚を同時に検討することができます。
 破壊形態別の地震時保有水平耐⼒の算定と破壊判定を⾏います。耐震性能2の場合、追加で残留変位の照査を⾏います。

■ RC単柱系の保有水平耐⼒計算（平成24年道示に対応）

部材M-φ設定 対象と上部荷重設定 計算結果一覧

部材M-φ設定

• 部材M-φ関係を計算するための基本設定
• 「材料/断面 > M-φ計算」より、既にM-φを

設定した場合は既設定の条件が引き継がれる
• 慣性⼒⽤の追加情報-地震タイプなど定義

保有水平耐⼒チェック

• 計算するRC単柱の要素を作業画面より選択
（連続する複数の要素を選択）

• 上部⼯や躯体重量を定義
• 固有周期と初期断面⼒を指定

結果確認

• 破壊形態の判定
• 破壊形態別の地震時保有水平耐⼒の算定
• 残留変位の照査 (耐震性能2の場合)

midas Civil Ver.882

オリジナル武田スリップ型

軸変形剛性低減型

鉄骨筋かい座屈型

midas Civil Ver.882

 オリジナル武田スリップ型（Trilinear）、軸変形剛性低減型、鉄骨筋かい座屈型の非線形特性が追加されました。

■ 履歴モデルの追加



10  l  2019 MIDAS Construction Technical Education Seminar

midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

 非線形の時刻歴結果を簡単に確認できるスマートグラフ機能が追加されました。
 ヒンジ特性が与えられた部材の一覧が表⽰され、そこからグラフ表⽰する要素と結果種類を選択するだけで簡単にグラフ表⽰
 アニメーション機能を使うと、部材の履歴トレーサーのようにステップごとに変化する部材の履歴状況が確認できます。
 「テーブル」チェックを利⽤して数値結果を確認したり、EXCELに結果をコピーして編集⽤に使⽤することもできます。

 結果 > 時刻歴応答解析グラフ/テキスト > 時刻歴応答解析スマートグラフ

■時刻歴応答解析のスマートグラフ

履歴結果︓⼒ー変位
時刻歴結果︓⼒、変位

非線形部材の一覧が表⽰され、
そこからグラフ表⽰する要素を選択

結果のテーブル表⽰

midas Civil Ver.882

 モデル＞境界条件＞バネ/リンク＞免震制振装置特性＞粘性／オイルダンパー

midas Civil Ver.882

 ダンパータイプとしては、ダッシュポット単体・Kelvin(Voigt)型・Maxwell型の設定ができます。

 ダッシュポットタイプとしては、線形弾性型・2線形バイリニアの設定ができます。

■免制震デバイス ①粘性／オイルダンパー
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ダンパータイプ

ダッシュポット単体

Kelvin(Voigt)型

Maxwell型

線形弾性型

2線形バイリニア

ダッシュポットタイプ

midas Civil Ver.882

株式会社⾼環境エンジニアリング
︓EAE-SRIM型粘性ダンパー

Ce ＜ Py /Vy ︓ 1＜α

Ce ＝ Py /Vy ︓ 1＝α

Ce ＞ Py /Vy ︓ 0＜α＜1
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曲線型（指数関数型）
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製品A

ダッシュポット単体－線形弾性型

• 他製品との比較検証

検証モデル

⼊⼒地震波

履歴ルールの比較

M = 51.0204 N/g
ks = 1000 N/m
Cd = 100 Nsec/m

midas Civil Ver.882
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製品A

M = 51.0204 N/g
ks = 1000 N/m
kd = 1000 N/m
Cd = 100 Nsec/m
p1 = 50 N
α1 = 0.001

Kelvin(Voigt)型－2線形バイリニア

• 他製品との比較検証

検証モデル

⼊⼒地震波

履歴ルールの比較

midas Civil Ver.882

 モデル＞境界条件＞バネ/リンク＞免震制振装置特性＞鋼材ダンパー

 ブレース型では、バイリニア（剛性低減型バイリニア、鉄鋼等方移動硬化型）の復元⼒特性が設定できます。

 間柱型では、極低降伏点鋼制振ダンパー（LY2、LY3）の復元⼒特性が設定できます。

midas Civil Ver.882

■免制震デバイス ②鋼材ダンパー＿ブレース型／間柱型
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ブレース型（JFEシビル株式会社）

• 二重鋼管座屈補剛ブレースの姿図

クレビス（左ねじ） 補剛管 クレビス（右ねじ）

⼝⾦（左ねじ） 軸⼒管 ⼝⾦（右ねじ）

(ピン接合タイプ)
ジョイントプレート 補剛管

エンドプレート軸⼒管

ジョイントプレート

エンドプレート

(⾼⼒ボルト接合タイプ)

• 復元⼒特性

鉄鋼等方移動硬化型
／Bilinear

剛性低減型バイリニア
／Bilinear

midas Civil Ver.882

 モデル＞境界条件＞バネ/リンク＞免震制振装置特性＞免震制振装置DB マネージャー

 免震制振デバイスDBプログラムには、各メーカの製品群が搭載されています。

 「ユーザ定義」機能を⽤いて、使⽤者が新たなDBを登録することができます。

 免震制振デバイスDBプログラムから、Civilに直接製品の装置特性を設定することができます。

midas Civil Ver.882

■免制震デバイス ③免震制振デバイスDBプログラム
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Session.2

【基本操作】

解析データ作成・結果確認

■ 対象モデルと⼊⼒フロー
本資料で対象とする例題モデルは以下のようになります。

・⼊⼒フロー
本例題での⼊⼒項目や作業手順は以下のようになります。

節点の作成

材料の定義

要素の作成

断面諸元の定義

・節点番号、節点の座標（X,Y,Z軸上の位置）

・要素番号、要素タイプ、材料・断面番号、要素を構成する節点番号

・材料名、材料定数（弾性係数、ポアソン比、線膨張係数、単位体積重量）

・断面名、断面定数（断面積、断面2次モーメント）

１．テーブル⼊⼒によるモデリング
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1. 節点の作成
① 『テーブルツリー／モデルテーブル／節点』 をクリックして節点テーブルを開きます。
② midas Civilでは通常、節点番号や要素番号をプログラムが自動的に決定します。その為テーブルを開いた際には節点の列がロックされた状態です。
ここでは節点の列を右クリックし『編集可』を選択して、節点の列のロックを解除します。

③ “モデリング１-テーブル⼊⼒.xls” ファイルを開いて、節点データをペーストします。

| EXCEL上で上図の範囲をコピー |

| Civilの節点テーブルで“節点”欄の“編集可”にした後、貼り付け |

１．テーブル⼊⼒によるモデリング

| EXCEL上で上図の範囲をコピー |

① 『モデルテーブル／要素』 をクリックして要素テーブルを開きます。
② 要素番号も同様にロックを解除する為に『編集可』を選択します。
③ 予めエクセル等で作成しておいた要素データをペーストします。

要素テーブルは必ずしも全ての列が⼊⼒されていなくてもかまいません。
例えば梁要素であれば２つの節点が指定されていれば要素が定義できますので、下図に⽰すように要素列〜節点２列までのテーブルをペーストする事
で要素作成が可能です。

2. 要素の作成

１．テーブル⼊⼒によるモデリング
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３. 材料の定義
① 『モデルテーブル／材料＆断面／材料』をクリックし材料テーブルを開きます。
② 予めエクセル等で作成しておいた材料データをペーストします。
材料テーブルは要素テーブルと同様に必ずしも全ての列が⼊⼒されていなくてもかまいません。
midas Civilに内蔵されているデータベースの材料を利⽤する場合は、“名称、タイプ、規格、規準、種別”だけをEXCELからコピーします。

| EXCEL上で上図の範囲をコピー |

| 断面テーブルの“値⼊⼒”タブへ貼り付け |

４. 断面諸元の定義
① 『モデルテーブル／材料＆断面／断面』 をクリックして断面テーブルを開きます
② 断面テーブルの下方に各テンプレート別のタブがありますので『値⼊⼒』タブを開きます。
③ 番号、形状、名称と必要な断面諸元をエクセルからペーストします。

１．テーブル⼊⼒によるモデリング

１．miads Civilのデータ形式
① バイナリ形式︓“*.mcb” 、midas Civil以外で編集する事はできない
② テキスト形式︓“*.mct” 、テキストエディタ等で編集する事が可能

- ⼊⼒例︓ *UNIT
KN, M, KJ, C

- MCT内はカンマ区切りのテキストファイルでありそれぞれコマンド毎に”＊”付のヘッダーが付けられています。
- 編集したデータは全データまとめて読み込んだり、特定のコマンドのみを読み込んだりする事ができます。

２．MCTファイルの出⼒
“ファイルメニュー＞外部ファイル書き出し＞MIDAS/Civil MCT File…” をクリックして現データをmctファイルに出⼒します。

| mct ファイルの出⼒ |

| mct ファイルのデータ形式 |

＊コマンド名

;⼊⼒パラメータ

⼊⼒データ(, 区切り)

２．コマンドシェルによるデータ⼊⼒
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1. データの書き出しと読み込み
・データの切り離し

Step1）“ﾌｧｲﾙ / 外部ﾌｧｲﾙ書き出し / MIDAS/Civil MCTﾌｧｲﾙ” をクリックしテキスト形式のデータを出⼒します。

Step2）断面形状のデータは “ *SECTION “ です。そのデータをMCTファイルから抜粋し別途保存しておきます。（コマンド名についてはヘルプの
MCT File Quick Referenceを参照してください）

Step3）Step2により断面形状のデータを確保しましたので表⽰中のMIDAS/Civilのデータから削除します。
(作業ツリーから“材料＆断面>断面”に登録されている全ての断面を選択して、deleteキーで削除します。)

＊SECTION コマンドに登録されている
データを全てコピーして、別名のテキスト形
式のファイルに保存します。

２．コマンドシェルによるデータ⼊⼒

Step2 で保存したデータ(＊SECTION
コマンドのデータ)をCtrl+Vで貼り付けます。

・データの連結

Step4）“ﾂｰﾙ / MCTｺﾏﾝﾄﾞｼｪﾙ” をクリックしStep2 で保存したデータを読み込みます。

Step5）『実⾏』 ボタンを押すと再登録が⾏われます。

２．コマンドシェルによるデータ⼊⼒
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１． AutoCAD DXFファイルの読み込み
① アイコンメニュー[外部ファイル読み込み] > [AutoCAD DXFファイル…]

② 読み込みの設定

- 全てのレイヤ から “0”を選択し、 クリックして、“選択されたレイヤ”に移動

- 回転角度︓ “Rx : 90”

３．CADデータを利用したデータ⼊⼒

1

2

※ 注意事項
① 読み込みできる形状データは“線”と“面”データです。“線”→“梁要素” 、“面”→“板要素”
② 3角形または4角形を形成するポリラインは板要素として読み込まれます。

『 CADデータ 』

『 読み込みダイアログ 』 『 自動⽣成された梁要素 』

2

２．読み込んだ後のデータ修正
① 作業画面から材料や断面を変更したい部材を選択

作業ツリーの [材料&断面＞材料＞○○] をクリックしたまま、マウスを作業画面上に持っていて、マウスを放す︓ドラック＆ドロップ形式

３．CADデータを利用したデータ⼊⼒

1

2

ドラッグ＆ドロップ

※ 選択した対象に材料を割り当てる際、材料を割り当てる部材が選択されていれば、作業画面上のどの位置にドラック＆ドロップしても構いません。

3
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１．梁要素と板要素の断面⼒成分

断面⼒と応⼒は要素座標系に基づいて出⼒されるので、結果を確認する前に要素座標がどのように配置されているかを確認します。

1) 梁要素の断面⼒成分

2) 板要素の断面⼒成分

軸⼒ y方向(弱軸)のせん断⼒ z方向(強軸)のせん断⼒

ねじり y軸に対する(強軸)曲げ z軸に対する(弱軸)曲げ

４．結果の確認方法

２．板要素の断面⼒-単位幅当たりの断面⼒

1) コンター図︓単位幅(1m)に対する断面⼒

梁要素は断面が決まっており、そのまま部材⼒を算定しますが、板要素はどの領域までを同じ断面と⾒て、部材⼒(断面⼒)を算出
するかに対する基準が必要です。

そのため、コンター図で出⼒される板要素の断面⼒は単位幅(1m)を基準に算定された部材⼒です。これは断面の幅が1mの梁要素の部材⼒と比較してみると、はっきり分かります。

『梁要素の曲げモーメント』

『板要素の曲げモーメント』

４．結果の確認方法

奥⾏幅1mの梁要素の断面
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Session.3

【例題実習】

単径間アーチ橋を用いた骨組解析

36

・中ボタン ︓モデル移動
・中ボタンスクロール︓モデル拡⼤、縮⼩
・Ctrl＋中ボタン ︓モデル回転

Ctrl+A ︓ウインドウフィット
Ctrl+Y ︓やり直し
Ctrl+Z ︓元に戻す
[Esc]キー ︓閉じる
[Enter]キー ︓適⽤

ツリーメニュー
(プリ/ポスト)

作業画面

メッセージウィンドウ

単位系

選択 方法

ビュー
ポイント

ズーム

ダイナミック
ビュー

座標系(GCS, WCS)節点、要素番号

メインメニュー
(リボンメニュー)

画面構成と操作方法
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37

概要

モデルの基本情報00
● 解析モデル

- 橋梁形式 ︓アーチ橋

- スパン ︓50m

- 設計⾞線数︓2⾞線

- 橋梁の幅 ︓14m

- 荷重 ︓死荷重

歩道荷重

温度荷重 ◆ 横桁は5m間隔で配置
◆ 橋の軸方向で縦方向のブレースを設置
◆ 中央線から両側の7mの位置に主桁とアーチリブを設置

◆ 境界条件

B1 全方向の変位拘束 B2 YとZ方向の変位拘束

B3 XとY方向の変位拘束 B4 Z方向の変位拘束

＜平面図＞

＜⽴面図＞

◆ 荷重ケース 荷重ケース１ 死荷重 88.2[kN/m]  （主桁のみに載苛）

荷重ケース２ 歩道荷重 6.1[kN/m]（主桁のみに載苛）

荷重ケース３ 温度荷重 +20℃      （構造物全体に載苛）

注）

本例題はmidas Civilの機能について説明する

ことに重点を置いています。そのため、解析条件

などは実レベルの条件とは異なりますので予めご

了承ください。

38

5

新規プロジェクト をクリック

ファイル＞[保存]

1

2

3

4

01
手順

新規プロジェクトの開始

ファイル名︓[arch.mcb]

[OK]ボタンをクリック

ファイルの保存

単位系︓kN, m

「ツール＞セッティング＞単位系」で

設定することも可能です。

5

単位系及びスナップの設定

6

スナップ︓点 、線 をクリック6

1

プログラムを起動すると「スタートページ」が表⽰されます。
そこで、「新規プロジェクト」をクリックするとモデルビューが開きます。
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39

Step

メインメニュー[材料＆断面] > 

[材料] ＞ [ 材料特性]

[材料]タブを選択

[追加] クリック

材料番号︓ “1”を確認

弾性データ_タイプ︓ “鉄骨”

規格︓“JIS(S)”

種別︓“SM400”

[適用]ボタンをクリック

材料番号︓ “2”を確認

規格︓“JIS(S)”

種別︓“SM490”

[OK]ボタンをクリック

1

2

3

4

材料の定義02

5

6

手順

7

8

9

10

2 3

5 6

8

10

12

構造部材の材料データを⼊⼒します。

モデリング作業

11

12

4 9

11

7

1

40

Step

ステータスバーの単位設定を

m → mmに変更

[断面]タブを選択

[追加] クリック

[規格/ユーザー]タブを選択

断面リストから “ボックス断面” を選択

名称︓ “主桁”

[ユーザー] を選択

表を参照し、寸法を⼊⼒

[適用] ボタンをクリック

表を参照し、手順④から⑨までと同じ

要領で断面2~5 まで⼊⼒

名称︓ “水平ブレース”

[規格] を選択

右の選択リストから“JIS2K”選択

鋼材リスト︓ “水平H 400×400×

13×21 “ を選択

[OK] ボタンをクリック

[閉じる] ボタンをクリック

1

2

3

4

断面の定義03

5

6

手順

7

8

9

10

11

2 3

4

5
6 7

8

915

◆ 断面規格

断面番号 名称 タイプ 形状 寸法
1 主桁 ユーザー ボックス断面 2100×600×10×10
2 横桁 ユーザー H-断面 1540×500×14×27
3 アーチリブ ユーザー ボックス断面 600×600×16×14
4 ハンガー ユーザー H-断面 600×400×12×16
5 ストラット ユーザー ボックス断面 600×500×10×14
6 水平ブレース 規格 H-断面 400×400×13×21

12

13

14

15

16

16

構造部材の断面データを⼊⼒します。

モデリング作業

8

10

1
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Step

ステータスバーの単位設定を

mm → m に変更

メインメニュー [ウィザード] ＞

[モデルウィザード] ＞ [基本構造] ＞

[アーチ]

[⼊⼒/編集]タブを選択

タイプ︓ “放物線1”

セグメントの数︓ “10”

スパン︓ “50”

⾼さ︓ “10”

境界条件︓ “なし”

材料︓ “2︓SM490”

断面︓ “3︓アーチリブ”

[挿⼊]タブを選択

挿⼊点︓ “0,0,0” を確認

[OK] ボタンをクリック

” 自動フィット”をクリック

” 正面”をクリック

1

2

3

4

アーチリブの⽣成04

5

6

手順

7

8

9

10

アーチウィザード機能を利⽤し、アーチリブを作成します。

2

11

12

13

3

4 5

6

7

8

9

10

11

モデリング作業
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Step

メインメニュー [節点/要素] >  

[要素] ＞ [ 押し出し]

節点番号をクリックし、トグルオン

ウィンドウで選択をクリック

投影するための節点2~10を選択

押出形式︓ “節点→線要素”

要素タイプ︓ “梁要素”

材料︓ “2︓SM490”

断面︓ “4︓ハンガー”

生成形式︓ “投影”

投影形式︓ “直線上に投影”

規準線の定義︓⼊⼒ボックスをクリックし

緑色になったことを確認

モデルビューで節点1と節点11をクリック

して指定

方向︓ “垂直”

[適用]をクリック

1

2

3

4

ハンガーの⽣成-105

5

6

手順

7

8

9

10

11

要素押し出し機能で、アーチリブ上の節点を下に投影する方法でハンガーを生成します。

13

4

5

6

7

8

9

10

11 11

12

12

13

2

13

モデリング作業
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Step

メインメニュー [節点/要素] >  

[要素] ＞ [ 要素属性変更]

最新のエンティティ*2をクリックし

先ほど生成されたハンガーを選択

変数形式︓ “要素座標系”

モード︓ “指定”を選択し、

“β-角度”を選択

Β-角度︓ “90”度

[適用]をクリック

1

2

3

4

ハンガーの⽣成-2*105

5

6

手順

要素押し出し機能で、アーチリブ上の節点を下に投影する方法でハンガーを生成します。

1

2

3

4

5

6
変更前
β-角度︓0度

変更後
β-角度︓90度

要素縮小表示及び、 隠線除去要素をクリック（トグルオン）し、
変更結果を確認します。確認が終わったらトグルオフにしてください。

*1

MIDAS Civilはより円滑な作業のため次のような多様な選択方法を⽀援します。（メインメニュー[表⽰]＞[選択]または、ツールバーの選択メニューから実⾏できます。）
属性_節点、 属性_要素、 単一、 ウィンドウで選択、 ポリゴンで選択、 クロスラインで選択、 平面で選択、 ボリュームで選択、 全て選択、 前の選択、 最新のエンティティ

*2

ハンガーのウェブ面が橋軸に垂直になるように断面の向きを修正します。
要素押し出し機能でハンガーを生成する時にβ-角度を指定することができますが、他の機能の使⽤法を習得するため要素属性変更機能を使⽤します。

モデリング作業

44

※ 線材(トラス要素、梁要素)の要素座標系
１．要素座標系 x軸︓N1 節点から N2 節点に進⾏する方向
２．要素座標系 z軸︓全体座標系とのβ-角度で指定
３．β角度

①鉛直部材(下図a) ︓全体座標系X軸と要素座標系z軸との角度
②水平部材(下図b) ︓全体座標系Z軸と要素座標系z軸との角度

線材のΒ角度の概念

<梁要素の要素座標系>



株式会社マイダスアイティジャパン　金 炅奐

http://jp.midasuser.com/civil  l  25

45

Step

主桁の⽣成06 アーチフレームの両端を連結して主桁を生成します。

手順

点グリッド、 線グリッド、 点グ

リッドスナップをクリックし、トグルオフ*1

アイソメ図をクリック

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ 要素⽣成]をクリック

要素タイプ︓ “一般梁/テーパー断面

梁要素”

材料︓“2︓SM490”

断面︓“1︓主桁”

断面の向き︓“β-角度”

角度⼊⼒ボックス︓ ”0 ”[deg]

交差計算︓“節点”にチェック

構成節点︓⼊⼒ボックスをクリックし、

ボックス内が緑色になったこ

とを確認

モデルビューから節点1と節点11を順番

にクリックして構成節点を指定

1

2

3

4

4

5

6

7

8

9

5

6

7

9

11

11

手順10で、節点をクリックした結果

10

11

8

10

*1 この例題では、点グリッドを使⽤しないので、マウスで指定する時の混乱を避けるために 点グリッドと 点グリッドスナップをトグルオフします。

モデリング作業

3
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Step

アーチフレームの複製07
手順

すべて選択をクリック

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ 複製/移動]をクリック

モード︓ “コピー(C)”

コピー/移動︓“等間隔”

dx,dy,dz︓“0,14,0” *1

回数︓“1”

[適用]をクリック

3

主構（アーチフレームと主桁）を反対側にコピーします。

1

2

3

4

5

6

7

複製後の結果

*1 複製距離の⼊⼒ボックスにはMouse Editor機能が適⽤されます。 Mouse Editorはユーザーがキーボードを利⽤して⼊⼒ボックスに座標や距離を直接⼊⼒する代わりにマウスカーソルでモデルビュー上の任意の点を
クリックして座標や距離を自動⼊⼒する機能です。もしMouse Editor機能が実⾏されない時には、該当する⼊⼒ボックスをマウスで一度クリックして背景色を緑色に反転させてから再度⾏います。

4

5

6

7

モデリング作業

2
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Step

横桁の⽣成08
手順

要素押出機能を使⽤し、一方の主桁上の節点を向い側の主桁まで押し出して、横桁を生成します。

*1 「方向」は要素が投影される方向です。

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

8

9

11

12

機能メニュー右側の ボタンやメインメニューの[節点/要素]>[節点]>[節点テーブル]または[節点/要素]>
[要素]>[要素テーブル]を利⽤して節点と要素の⼊⼒事項を確認することができ、修正も可能です。

横桁の生成結果

メインメニュー [節点/要素] >  

[要素] ＞ [ 押し出し]

ポリゴンで選択をクリック

節点1、11~20を選択

押出形式︓ “節点→線要素”

要素タイプ︓ “梁要素”

材料︓ “1︓SM400”

断面︓ “2︓横桁”

生成形式︓ “投影”

投影形式︓ “直線上に投影”

規準線の定義︓⼊⼒ボックスをクリック

し緑色になったことを確認

モデルビューで節点21と節点31を順番

にクリックして指定

方向︓ “垂直”*1

[適用]をクリック

モデリング作業

1

4

48

Step

ブレースの⽣成-109
手順

新規に生成した横桁のみをアクティブにし、要素スナップ機能を⽤いて要素生成からストラットを生成します。

5

6

11

最新のエンティティを選択をクリック

アクティブをクリック

要素番号をクリック（トグルオン）

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ 要素⽣成]をクリック

要素タイプ︓ “一般梁/テーパー梁断

面要素”

材料︓ “1︓SM400”

断面︓ “6︓水平ブレース”

断面の向き︓“β-角度”

角度⼊⼒ボックス︓ ”0 ”[deg]

交差計算︓“要素”にチェック

ステータスバーの要素のスナップ位置が

1/2になっていることを確認

構成節点︓⼊⼒ボックスをクリックし、

ボックス内が緑色になったことを確認し、

モデルビューから節点59と節点60を順

番にクリックして構成節点を指定

要素番号をクリック（トグルオフ）

1

2

3

5

6

7

8

9

10

11

12

4

7

8

9 10

要素のスナップ位置は要素スナップがオンになっている場合に活性化されます。
MIDAS/Civilは要素のスナップの位置を設定することが可能です。

13

12

12

モデリング作業

4
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Step

ブレースの⽣成-209
手順

水平ブレースを生成します。

2

3

4

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ 要素⽣成]をクリック

要素タイプ︓ “一般梁/テーパー梁断

面要素”

材料︓ “1︓SM400”

断面︓ “6︓水平ブレース”

構成節点︓⼊⼒ボックスをクリックし、

ボックス内が緑色になったことを確認

モデルビューから節点1と節点43をクリック

し、つづいて節点43と節点21を順番に

クリックして構成節点を指定

1

2

3

5

4

5

モデリング作業

1

50

Step

ブレースの⽣成-3
手順

生成された水平ブレースを複製します。

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ 複製/移動]をクリック

単一選択をクリックし先ほど生成され

た2本のブレースをクリックして選択

モード︓ “コピー(C)”

コピー/移動︓“等間隔”

dx,dy,dz︓“5,0,0”

回数︓“4”

[適用]をクリック

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ ミラー］をクリック

前の選択、 最新のエンティティを

選択で、全ての水平ブレースを選択

モード︓ “コピー(C)”

対象面︓ “y-z平面”

x︓“25”m*1

[適用]をクリック

1

2

3

5

6

7

8

12

4

9

10

11

3

4
5

6

9

1110

11

*1 ⼊⼒欄をクリックして緑色に変わったら、鏡面対象の基準線となるy-z平面上の点をクリックしても構いません（例えば、節点16番）。

ブレースの生成完了

09

モデリング作業

1 7
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51

Step

手順

アーチリブを連結するストラットを生成します。

アクティブ反転をクリック

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ 要素⽣成]をクリック

材料︓“1︓SM400”

断面︓“5︓ストラット”

β-角度︓“0”degを確認

構成節点︓⼊⼒ボックスをクリックし、

ボックス内が緑色になったことを確認

次の順番でモデルビューでクリック

節点4と節点24

節点5と節点25

節点6と節点26

節点7と節点27

節点8と節点28

1

2

3

4

ブレースの⽣成-409

3

4

5

6

節点の選択及び、ストラットの生成結果

5
6

6

7

7

8 9

8 9

10

10
7 

8

9

10

モデリング作業

2

52

Step

手順

アーチリブの中央を基準にして、両側へ対称配置されたアーチブレースを生成します。

単一選択をクリックし新しく生成され

た5本のストラットを選択

アクティブをクリック

要素番号をクリック（トグルオン）

メインメニュー[節点/要素] ＞ [要素]

＞ [ 要素⽣成]をクリック

材料︓“1︓SM400”

断面︓“6︓水平ブレース”

β-角度︓“0”degを確認

交差計算︓“要素”を選択

構成節点︓⼊⼒ボックスをクリックし、

ボックス内が緑色になったことを確認

要素111~要素115の中央部を順

番にクリック(111-112, 112-113…)

つづいて、次の順番で節点をクリック

節点4と節点53/節点24と節点53

節点5と節点54/節点25と節点54

節点54と節点7/節点54と節点27

節点55と節点8/節点55と節点28

1

2

3

4

ブレースの⽣成-509

5

6

5

アーチリブの水平ブレースの生成結果

8

6

7

8

9

10

7

モデリング作業

4
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Step

手順

構造物のモデリング完了したので、次に境界条件(3pの表「境界条件」を参照)を⼊⼒します。

要素番号をクリック（トグルオフ）

全てアクティブをクリック

メインメニュー[境界条件] ＞ [支持]

＞ [ 支持条件]をクリック

単一選択をクリック

節点1を選択

[D-All]にチェックオン

[適用]をクリック*1

節点11を選択

[Dy]と[Dz]にチェックオン

[適用]をクリック

節点21を選択

[Dx]と[Dz]にチェックオン

[適用]をクリック

節点31を選択

[Dz]にチェックオン

[適用]をクリック

1

2

4

構造物の境界条件の⼊⼒10

5

⽀持条件の⼊⼒結果

6

7

8

3

9

10

11

12

13

14

15

16

6

Dx

Dy

DzRx

Ry

Rz

*1 界条件は図のように六角形で表⽰されます。右上の三角形(Dx部分)が節点座標系(節点座標系が定義されていない時は全体座標系)x軸変位自由度を意味し、時計回りにy, z変位自由度となります。
その次に、x、y、z軸に対する回転変位自由度を意味します。

5

8

9

12

11

14

15

7 10 13 16

境界条件の設定

3

54

Step

手順

梁要素の端部結合条件の⼊⼒-111 梁要素の両端部における結合条件を⼊⼒します。

◆⼊⼒内容
位置 結合条件

ハンガー部分の両端 要素座標系ｚ軸に対するピン結合
ブレース部材の両端 要素座標系ｙ、ｚ軸に対するピン結合

主桁を連結する横桁の両端 要素座標系ｙ、ｚ軸に対するピン結合

メインメニュー[境界条件] ＞ [端部結

合] ＞ [ 端部結合条件]をクリック

オプション︓ “追加/変更”

フィルター選択ボックスをクリックし、

“ｚ”軸を選択*1

全て選択をクリック

フィルター選択ボックスをクリックし、

“none”に戻す

一般形式と部分固定︓

i-節点︓Mzにチェック*2

j-節点︓Mzにチェック

[適用]をクリック

1

2

3 5

6

7

2

3

4

5

6

7

*1 フィルター選択に関する説明はオンラインヘルプをご参照ください。
要素座標軸の確認は、 ディスプレイをクリックし、要素タブから「要素座標軸」を選択します。*2

境界条件の設定

1
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55

Step

手順

梁要素の端部結合条件の⼊⼒-211 ツリーメニューをそのままにし、続けて⼊⼒します。

◆⼊⼒内容
位置 結合条件

ハンガー部分の両端 要素座標系ｚ軸に対するピン結合
ブレース部材の両端 要素座標系ｙ、ｚ軸に対するピン結合

主桁を連結する横桁の両端 要素座標系ｙ、ｚ軸に対するピン結合

要素属性別選択をクリック。

選択タイプ︓ “断面”

選択ボックス︓ “6︓水平ブレイス”

[追加]をクリック

[閉じる]をクリック

一般形式と部分固定︓

[ピン－ピン]をクリック

[適用]をクリック

1

2

3

1

2

3

4

5

6

4

6

7

境界条件の設定

7

5
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Step

手順

梁要素の端部結合条件の⼊⼒-311 ツリーメニューをそのままにし、続けて⼊⼒します。

◆⼊⼒内容
位置 結合条件

ハンガー部分の両端 要素座標系ｚ軸に対するピン結合
ブレース部材の両端 要素座標系ｙ、ｚ軸に対するピン結合

主桁を連結する横桁の両端 要素座標系ｙ、ｚ軸に対するピン結合

要素属性別選択をクリック。

選択タイプ︓ “断面”

選択ボックス︓ “2︓横桁”

[追加]をクリック

[閉じる]をクリック

アクティブをクリック

要素番号をクリック（トグルオン）

クロスラインで選択をクリックし、

要素59~要素69を選択

一般形式と部分固定︓

[ピン－固定]をクリック

[適用]をクリック

要素選択⼊⼒ボックス︓”80to90”

一般形式と部分固定︓

[固定－ピン]をクリック

[適用]をクリック

要素番号をクリック（トグルオフ）

全てアクティブをクリック

1

2

6

7

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

8

9

10

11

12

13

14

15

16

5

6 7

10

12

11

13

14

1516

境界条件の設定
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Step

手順

荷重ケースの設定12
◆ ⼊⼒方法

位置 結合条件
Step 1 荷重 ＞ [静的荷重ケース]メニューを利⽤して、静的単位荷重ケースを⼊⼒
Step 2 荷重メニューで提供する静的荷重機能を利⽤して荷重データを⼊⼒

静的解析は静的単位荷重ケース別で実⾏されます。解析結果の組合せは後処理段階で結果>荷重組合わせ機能を使います。また
MIDAS/Civilでは強制変位を荷重ケースで考慮することができるため、他の荷重ケースと線形組合せが可能です。
荷重>荷重組合わせ条件から荷重ケースを生成では、⼊⼒された荷重組合せ条件をそれぞれの単位荷重ケースに変更して構造解析
を実⾏することができます。

1

2

3

4

5

6

荷重を⼊⼒する前に荷重ケースを設定します。

メインメニュー[荷重] ＞ [荷重タイプ︓

静的荷重] ＞ [荷重ケース⽣成] ＞

[ 静的荷重ケース]をクリック

名称︓ “死荷重”

タイプ︓ “固定荷重”

[追加]をクリック

名称︓ “歩道荷重”

タイプ︓ “固定荷重”

[追加]をクリック

名称︓ “温度荷重”

タイプ︓ “温度荷重”

[追加]をクリック

[閉じる]をクリック

7

8

9

10

11

2

3

9

45

6

78 10

11

荷重の⼊⼒

1

58

Step

手順

静的荷重の⼊⼒-113
1

2

3

4

5

6

静的荷重(荷重ケース1, 2)を⼊⼒します。
ここでは、問題を簡略化するために死荷重と歩道荷重は主桁のみに載荷します。

7

8

9

10

11

要素属性別選択をクリック

選択タイプ︓ “断面”

選択ボックス︓ “1︓主桁”

[追加]をクリック

[閉じる]をクリック

メインメニュー[荷重] ＞ [荷重タイプ︓

静的荷重] ＞ [梁要素荷重] ＞

[ 要素]をクリック

荷重ケース名︓ “死荷重”

オプション︓ “追加”

荷重タイプ︓ “等分布荷重”

方向︓ “グローバルZ”

投影︓ “No”

値⼊⼒︓ “相対値”

x1︓ “0”

x2︓ “1”

w︓ “-88.2”

[適用]をクリック

2

3

4 

5 

7

10

9

11

12

13

14

12

13

14

8

荷重の⼊⼒

1 6
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Step

手順

静的荷重の⼊⼒-213
1

4

5

6

7

8

9

10

前の選択をクリック

荷重ケース名︓ “歩道荷重”

オプション︓ “追加”

荷重タイプ︓ “等分布荷重”

方向︓ “グローバルZ”

投影︓ “No”

値⼊⼒︓ “相対値”

x1︓ “0”

x2︓ “1”

w︓ “-6.1”

[適用]をクリック

[閉じる]をクリック

2

5

4

67

8

ツリーメニューをそのままにし、続けて⼊⼒します。

2

3

3

10

静的荷重の⼊⼒結果

荷重の⼊⼒

9

60

Step

手順

温度荷重の⼊⼒14
1

4

5

6

メインメニュー[荷重] ＞ [荷重タイプ︓

温度荷重] ＞ [温度荷重] ＞

[ システム温度荷重]をクリック

荷重ケース名︓ “温度荷重”

初期温度︓ クリック

初期温度︓ “10”

[OK]をクリック

最終温度︓ “30”

[追加]をクリック

[閉じる]をクリック

MIDAS/Civilの温度荷重⼊⼒の機能を利⽤し荷重値を⼊⼒します。
この例題ではシステム温度荷重機能を使って構造物全体に+20℃の温度荷重を与えます。

2

3

◆ 温度荷重の⼊⼒方法
種類 事項

システム温度荷重 温度応⼒解析に必要な構造物全体の温度⼊⼒
節点温度荷重 温度応⼒解析に必要な節点温度の⼊⼒
要素温度荷重 温度応⼒解析に必要な温度を要素に⼊⼒
温度勾配荷重 梁要素または板要素の上端（面）と下端（面）の温度差の⼊⼒

4

2

5

3
7

8 6

7

8

荷重の⼊⼒

1
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Step

手順

構造解析の実⾏15
1 メインメニュー[解析] ＞ [解析実⾏]

＞ [ 解析実⾏]をクリック

解析の実⾏及び結果検討

◆ 本の例題では線形静的解析(Linear Static Analysis)のみを実⾏するため、他の解析データは必要ありません。
◆ 構造解析実⾏中は画面中央に構造解析が実⾏されていることを知らせるダイアログボックスが表⽰されます。
◆ モデルビューの下の(図中の❷)のメッセージウィンドウに要素剛性⾏列の構成と組合せ過程などのすべての解析過程が表⽰されます。
◆ 解析作業が完了すると、すべての解析所要時間がメッセージウィンドウに表⽰され、画面中央のウィンドウは閉じます。

2

1
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Step

手順

解析結果の検討16

解析の実⾏及び結果検討

モード
◆ MIDAS/Civilはプログラムの効率性とユーザーの利便性のために、プログラム環境が解析前処理モードと解析後処理モードに区別さ
れています。
◆ モデリング作業に付随するすべての⼊⼒作業は、解析前処理モードでのみ可能で、反⼒・変位・断面⼒・応⼒度など解析結果に対
する検討作業は解析後処理モードで⾏われるように設定されています。
◆ 解析作業が完了した後、解析後処理モードから解析前処理モードに切り替えて⼊⼒事項を修正します。変更すると既に解析された
内容が削除されるので注意が必要です。
◆ 解析がエラーなしに完了した後、モード環境が解析前処理モードから解析後処理モードに自動転換されます。
◆ モデリング作業で⼊⼒された項目の再確認、一部データの修正、変更などのために解析後処理モードから処理モードを切り替える場
合はツールバーの をクリックします。

モードの切り替えボタン
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Step

手順

荷重組合わせ条件の設定17
1 メインメニュー[結果] ＞ [荷重組合わ

せ] ＞ [ 荷重組合わせ]をクリック

名称︓ “LCB1”

アクティブ︓ “アクティブ”

タイプ︓ “追加”

荷重ケースと係数ボックスで荷重ケースの

⼊⼒ボックスをクリックすると が表⽰さ

れます。

をクリックし、“死荷重（ST）”を

選択

次の⾏︓“歩道荷重（ST）”を選択

次の⾏︓“温度荷重（ST）”を選択

係数︓すべて“1.0”

[閉じる]をクリック

解析の実⾏及び結果検討

解析が完了した3つの荷重ケース(固定荷重+歩道荷重+温度荷重)を線形重ね合せ
(Linear Load Combination)する手順について説明します。*1

*1 この例題では、次のように1つの荷重組合せ条件のみを定義して結果を確認します。ただし、この荷重組合せ条件は、設計で適⽤される条件とは関係なく、任意に組合せたものです。
- 荷重組合わせ1（LCB1）︓1.0（固定荷重+歩道荷重+温度荷重）

2

3

4

5

6

7

2

3

4

5

6

7

1

64

Step

手順

反⼒確認-118
1 要素番号をクリック（トグルオフ）

隠線除去表示をクリック（トグルオン）

メインメニュー[結果] ＞ [結果] ＞

[反⼒] ＞ [     反⼒/モーメント]

荷重ケース/組合わせ︓“CB︓LCB1”

反⼒成分︓“FXYZ”

表⽰形式︓“数値”、“凡例”*1

[適用]をクリック

解析の実⾏及び結果検討

モデルのすべての⽀持点の反⼒を確認するために以下の手順を実⾏します。

2

3

4

5

6

7

4

5

6

7 反⼒の確認結果

*1 表⽰形式の数値右側にある ボタンをクリックすると画面に出⼒される反⼒の桁数を調節することができます。⾚色で表現された部分が最⼤反⼒が発生する⽀点です。

3
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65

Step

手順

18
1 メインメニュー[結果] ＞ [結果] ＞

[反⼒] ＞ [     反⼒照会]

節点番号をクリック（トグルオン）

節点番号︓⼊⼒ボックスをクリックし

緑色になったことを確認

マウスで節点1と節点11をクリック

メッセージウィンドウで照会結果が出⼒

節点番号をクリック（トグルオフ）

解析の実⾏及び結果検討

反⼒確認-2 指定した⽀点の反⼒を選択的に確認する方法を説明します。

2

3

4

3

4

4

5

5

1

2

6
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Step

手順

18
1

解析の実⾏及び結果検討

反⼒確認-3 それぞれの⽀点反⼒をグラフで表します。

メインメニュー[結果] ＞ [テーブル] ＞

[結果テーブル] ＞ [ 反⼒] 

荷重ケース/組合わせの選択︓

“LCB1(CB)”_チェックオン

[OK]をクリック

結果-[反⼒]テーブルウィンドウで[Ctrl]

キーを押した状態で節点、FX、FY、FZ

の出⼒部分をマウスでドラッグして選択

マウスの右ボタンをクリックして表⽰される

コンテキストメニューでグラフ表示を選択

グラフ形式︓ “Web Chart”

Xラベル︓ “節点”

[OK]をクリック

4

5

6

7

2

3 5

6

7

2

1

3
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Step

手順

19
1

解析の実⾏及び結果検討

変形の確認-1 モデルの変形を確認します。

メインメニュー[結果] ＞ [結果] ＞

[変形] ＞ [ 変形図] 

荷重ケース/組合わせ︓ “CB:LCB1”

成分︓ “DXYZ”*1

表⽰成分︓ “変形前”、“凡例”チェック

[変形]の をクリック

変形の表⽰形式︓ “なめらか”*2

“OK時適用”をチェックオフ

[OK]をクリック

[数値]の をクリック

“最大/最小のみ”にチェック

“OK時適用”にチェック

[OK]をクリック

単位変換ボックスで“mm”を選択

2

3

4

5

6

7

8

2

3

4

5

6

7
8 変形の確認結果

*1 DXYZ = DX2 + DY2 + DZ2             

表⽰方法が「なめらか」の場合は計算時間が多少かかるので、モデルの要素数が多い場合は「折れ線」を選択すると、計算時間が短縮できます。*2

9

10

11 10

11

12

12

9

1

13

13
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Step

手順

19
1

解析の実⾏及び結果検討

変形の確認-2 画面上で変形挙動をより容易に確認するために、変形の度合を現在の画面より2倍拡⼤します。

荷重ケース/組合わせ︓ “ST:死荷重”

[変形]の をクリック

変形図の倍率︓ “2”

“OK時適用”にチェックオフ

[OK]をクリック

表⽰成分︓ “数値”にチェック

[数値]の をクリック

“最大/最小”をチェックオフ

“OK時適用”にチェック

[OK]をクリック

2

3

4

5

6

7

8

1

2

4
5

3

7
6

8

9

10

9

10
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69

Step

手順

19
1

解析の実⾏及び結果検討

変形の確認-3 反⼒の場合と同様、特定の節点における変位の確認も可能です。

メインメニュー[結果] ＞ [結果] ＞

[変形] ＞ [ 変位照会] 

節点番号をクリック（トグルオン）

節点番号︓⼊⼒ボックスをクリックし

緑色になったことを確認

マウスで節点15と節点16をクリック

メッセージウィンドウで照会結果が出⼒

2

3

4

3

5

4

5

1

2

70

Step

手順

19
1

解析の実⾏及び結果検討

変形の確認-4 変位等⾼線（部材の変位を連続的な等⾼線図で表現する機能）で変位を確認します。

メインメニュー[結果] ＞ [結果] ＞

[変形] ＞ [ 変位等高線] 

節点番号をクリック（トグルオフ）

荷重ケース/組合わせ︓ “CB:LCB1”

変位成分︓ “DXYZ”

表⽰形式︓ “等高線図”、 “変形”、

“数値”、 “凡例”チェック

[適用]をクリック

2

3

4

3

5

4
6

5

6

変形等⾼線の確認結果

1
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Step

手順

19
1

解析の実⾏及び結果検討

変形の確認-5 荷重組合せケースLCB1の各節点変位をテーブルで確認する手順です。

メインメニュー[結果] ＞ [結果] ＞

[変形] ＞ [ 変位等高線] 

[変位等高線]の右の をクリック

荷重ケース/組合わせの選択ボックスで

“CB:LCB1”にチェック

[OK]をクリック

2

3

4

2

3

4

変位テーブル

72

Step

手順

20
1

解析の実⾏及び結果検討

断面⼒の確認-1 特定の部分におけるX-Z平面の曲げモーメントを確認します。*1（せん断⼒図もほとんど同じ方法で確認できるため、こ
こでは省きます。）

平面で選択をクリック

“XZ平面”を選択

X-Z平面の中から表⽰させる平面に位

置する任意の節点をマウスでクリック

[閉じる]をクリック

アクティブをクリック

正面をクリック

メインメニュー [結果] ＞ [断面⼒] ＞

[ 梁要素の断面⼒図] 

荷重ケース/組合わせの選択ボックスで

“CB:LCB1”にチェック

断面⼒の成分︓ “My”

ディスプレイオプション︓

“5点”、“線塗りつぶし”を選択

倍率︓ “2.0”

表⽰形式︓ “凡例”、 “等高線図”、

“数値”にチェック

[適用]をクリック

2

3

4

1

4

*1 ある特定部分の構造的挙動の結果を抜粋して計算書に貼付する場合があります。 平面による選択機能を利⽤して、容易に希望する平面上の結果を別に出⼒することができます。

8

5

6

7

8

9

10

11

12

13

5

9

10

11

12

13

7
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73

Step

手順

20
1

解析の実⾏及び結果検討

断面⼒の確認-2 すべての部材のi端とj端での断面⼒をテーブルに出⼒して確認します。

メインメニュー[結果] ＞ [断面⼒] ＞

[ 梁要素の断面⼒図] 

[梁要素の断面⼒図]の右の クリック

荷重ケース/組合わせの選択ボックスで

“LCB1（CB）”にチェック

位置の選択のボックスで、位置iと位置j

にチェック

[OK]をクリック

2

3

4

5

2

3 4

5

断面⼒テーブル
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Step

手順

21
1

解析の実⾏及び結果検討

部材応⼒の確認 モデルのLCB1 (荷重組合せ条件1)の組合せ応⼒度を確認します。

全てアクティブをクリック

隠線除去表示をクリック（トグルオン）

アイソメ図をクリック*1

メインメニュー[結果] ＞ [応⼒] ＞

[ 梁要素の応⼒度] 

荷重ケース/組合わせの選択ボックスで

“CB:LCB1”にチェック

応⼒度の成分︓ “組合わせ”

表⽰形式︓ “凡例”、 “等高線図”オン

“数値” チェックオフ

単位変換ボックスで“N”、“mm” 選択

[適用]をクリック

2

3

4

5

1 2

3
6

7

8

5

6

7

9

*1 midas Civilでは、作業の効率性の向上及び、より分かりやすいモデルの確認ができるよう、さまざまなビューを提供します。（メインメニュー[表⽰]＞[ダイナミックビュー]または、画面右側のツールバーメニューから実
⾏できます。）特に、ダイナミックビュー機能を利⽤すると簡単に様々な角度からモデルを表⽰することが可能です。詳しい内容は、オンラインヘルプをご参照ください。

4

8

9
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Step

手順

22
1

解析の実⾏及び結果検討

多様なビューで確認 レンダービュー及びアニメーション機能で、より実際に近いビューで解析結果を確認します。

メインメニュー[表示] ＞[レンダービュー]

＞ [ レンダービュー] *1

使い方

マウス左ボタンのドラッグ

上下・左右︓焦点移動

マウス右ボタンのドラッグ

上下︓観察者位置の奥⾏き移動

左右︓観察者位置の左右移動

マウスホイールのドラッグ

上下︓観察者位置の⾼さ移動

左右︓観察者位置の左右移動

1

2
2 

3

4

5

6

3

4

5

6

*1 詳しい内容は、オンラインヘルプをご参照ください。
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Step

手順

22
1

解析の実⾏及び結果検討

多様なビューで確認 LCB 1(荷重組合せ条件1)の変形傾向をより簡単に把握するため、アニメーションで確認します。

レンダービューをクリックし、レンダー

ビューを終了

透視図をクリック

ダイナミックビューで希望するビューの

視点を設定

ズームフィットをクリック

メインメニュー[結果] ＞ [応⼒] ＞

[ 梁要素の応⼒度] 

荷重ケース/組合わせの選択ボックスで

“CB:LCB1”にチェック

応⼒度の成分︓ “組合わせ”

表⽰形式︓ “等高線図”、 “凡例”、

“変形”、“アニメーション”にチェック

変形の をクリック

変形の表⽰方法︓“なめらか”

[OK]をクリック

画面下の 録画をクリック

*1 動画制御のアイコン︓ 再生、 一時停止、 中止、 後ろのスキップ、 巻き戻し、 早送り、 前にスキップ、 保存、 録画、 閉じる

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2

3

4

6

7

8

12

9

10

12

11
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77

Step

手順

23
1

解析の実⾏及び結果検討

梁要素の詳細解析*1 midas Civilは梁要素の強/弱軸方向別に詳細な変位、せん断⼒/曲げモーメント図及び任意断面の応⼒度分布を
詳細解析機能により出⼒することができます。

閉じるをクリックし、アニメーション画面

を終了

メインメニュー[結果] ＞ [詳細] ＞ [梁

/要素] ＞ [ 梁要素の詳細結果] 

荷重ケース/組合わせの選択ボックスで

“CB:LCB1”にチェック

要素番号︓ “22”

応⼒度︓ “フォン・ミーゼス”

[適用]をクリック

画面下のタブをクリックし各結果を確認

2

3

4

5

6

7

3

4

5

6

*1 強・弱軸の詳細変位およびせん断⼒、モーメントの分布グラフ、関連数値の確認、要素の軸方向の任意位置の最⼤応⼒分布グラフの確認、任意断面の強・弱軸別の応⼒度分布グラフ及び断面応⼒度の確認
などができる機能です。

2

7

Session.4

midas Civil活用事例紹介

01 『港湾分野』 斜め組杭桟橋の耐震解析
02 『橋梁耐震分野』 鋼アーチ橋の耐震解析
03 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
04 『地中構造分野』 上下水道施設の耐震解析
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 DXFのラインデータの読み込み︓読み込むレイヤを選択

 CADで書いた部材中心軸が自動的に梁要素に置換

 梁要素の材料、断面を指定

 要素の配置や形状のスケール変更も可能

『 CADデータ 』

『 読み込みダイアログ 』
『 読み込んだ形状-梁要素 』

 CADデータを利用した簡単モデリング

活用例① 『港湾分野』 斜め組杭桟橋の耐震解析

 作業ツリー上のデータを作業画面で選択した節点・要素にドラック＆ドロップするだけで適用・変更

 要素タイプの変更︓例) 梁要素→トラス要素

 材料、断面の割当・変更

 境界条件の変更︓支持条件、部材の結合条件 など

ドラッグ＆ドロップ

『 断面データをドラック＆ドロップによって部材に割当る 』

 “ドラック＆ドロップ” を利用した部材諸元の変更

活用例① 『港湾分野』 斜め組杭桟橋の耐震解析
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『 斜杭直角方向の設定 』

P0

P1

x
y

 斜杭の部材軸に沿った節点座標系の設定

 斜杭の2点を画面でクリックするだけで、斜杭の部材軸と直角方向の座標系を簡単に設定

 地盤反⼒係数と部材幅の指定による地盤バネの設定

 斜杭の各節点が負担する要素⻑さを自動計算してバネ剛性を自動計算

『 面分布地盤バネの設定 』

 斜杭の部材軸に沿った節点座標系の設定 → 地盤バネ用

活用例① 『港湾分野』 斜め組杭桟橋の耐震解析

① 荷重条件別に変更する境界条件タイプを指定

② 荷重条件別に変更する境界グループを指定

③ “②” で指定した複数の境界グループを組み合わせる

④ 荷重ケースに境界グループ組合わせを適用︓境界条件を変更したい荷重ケースで選択して、“境界グループ組合わせ”で境界グループを指定

① ②
③

④

Level１︓線形バネ
Level２︓非線形バネ

 一つのモデルで “レベル１” と “レベル２” の異なる境界条件の設定

活用例① 『港湾分野』 斜め組杭桟橋の耐震解析
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

 作業画面を分割表示して、異なる結果成分の⽐較検討が可能

 異なる結果成分（例︓杭軸⼒と曲げモーメント）の⽐較表示

 作業画面を分割表示して、各荷重による影響を⽐較分析

 ウィンドウ毎に異なる荷重ケースを指定して各荷重による影響を⽐較表示

荷重ケース指定

結果成分指定

 マルチウィンドウによる複数結果成分の⽐較検討

活用例① 『港湾分野』 斜め組杭桟橋の耐震解析

 1つのデータで線形解析や非線形解析などの複数の検討が可能

 レベル１地震動に対する部材応⼒の検討

 レベル２地震動に対する部材耐⼒の検討

 構造全体の荷重-変位関係、部材の損傷状態の確認

『 水平⼒-水平変位結果 』

『 地盤バネの降伏状態の表示 』
『 水平⼒載荷による増分解析』

 保有水平耐⼒計算のための増分解析(プッシュオーバー解析)

降伏発生

活用例① 『港湾分野』 斜め組杭桟橋の耐震解析
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活用例② 『橋梁耐震分野』 鋼アーチ橋の耐震解析

 ウィザードを利用して定型の構造形式を簡単作成

 基本構造︓梁、柱、アーチ、骨組、トラスなど

 架設工法形式︓押出し、張出し、移動支保工、固定支保工

 構造形式︓RC橋(多重箱桁橋、RCスラブ橋、RCラーメン橋)、PC橋、合成橋など

『 アーチウィザード 』『 作成されたアーチリブ 』

『 ウィザードメニュー 』

 ウィザードを利用したアーチリブ作成

『 合成床版の断面定義 』

『 節点押出し→線要素 』

押出し

 多様なモデリング機能を利用して複雑な3次元橋梁を簡単に作成

 多様な断面タイプ︓規格断面、合成断面、PC断面、テーパー断面など

 押出し︓節点→線要素、線要素→面要素、面要素→ソリッド要素

 コピー︓2次元フレームを奥⾏方向へコピー、対称コピー

 多彩なモデリング機能 - 各種断面タイプの提供、押出しなど

活用例② 『橋梁耐震分野』 鋼アーチ橋の耐震解析
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

 多様なファイバー材料の提供︓一つの断面で6種類の材料が使用できる

 コンクリート︓道路橋示方書、コンクリート標準示方書、NEXCO中日本など

 鉄骨・鉄筋︓修正Menegotto-pinto、バリリニア、トリリニアなど

 領域設定によって分割粗さを変えて断面分割︓応⼒集中のところは細かく、そうでないところは荒く分割可能

『 アーチリブのファイバー分割 』

『 ファイバー断面の拡大 』

『 鉄骨材料の定義 』

 部材断面のファイバー定義 - 非線形性の考慮

活用例② 『橋梁耐震分野』 鋼アーチ橋の耐震解析

 大変形の考慮︓有限変位理論に基づく大変形を簡単に考慮

 大変形を考慮する場合と考慮しない場合の⽐較検討

 時刻歴荷重ケースを別々に設定して、一つのファイルで⽐較検討

『 最大変位結果 』

大変形考慮あり
︓変形や断面⼒
5-20%増大

大変形考慮なし

 大変形を考慮した耐震解析

活用例② 『橋梁耐震分野』 鋼アーチ橋の耐震解析
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 断面全体の断面⼒履歴を確認

 軸⼒、曲げモーメントなど断面の合⼒である断面⼒を確認。軸⼒と軸ひずみの数値結果を出⼒して、ひずみ照査に利用

 断面内の各ファイバー・セルの応⼒履歴を確認

 セル毎の応⼒-ひずみ関係を確認

応⼒-ひずみを取り出す
セルを選択

『 断面⼒の履歴結果 』 『 セルの応⼒履歴結果 』

 ファイバー断面の応⼒・断面⼒履歴の確認

活用例② 『橋梁耐震分野』 鋼アーチ橋の耐震解析

 スマートグラフ機能を利用して非線形部材(M-φ)の履歴や時刻歴結果を簡単に確認

 選択方法︓①作業画面から該当の要素をクリック、②要素番号で指定

 履歴結果をアニメーション表示

 グラフ結果をEXCELに書き出す

EXCELに自動出⼒された数値結果と履歴グラフ

画面上で選択した要素を
選択リストに反映

 “スマートグラフ” を利用した時刻歴・履歴結果のワンクリック表示

活用例② 『橋梁耐震分野』 鋼アーチ橋の耐震解析
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

押出し架設⼯法

張出架設⼯法

移動⽀保⼯⼯法

固定⽀保⼯⼯法

架設⼯法ウィザード

RCラーメン橋

RCスラブ橋ウィザード

RCスラブ橋
(一本桁・多主桁モデルウィザード)

横方向解析モデルウィザード

PC桁橋ウィザード

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

 橋梁の多様なモデリングウィザード

 格⼦梁と3次元シェル要素を組み合わせてモデリング︓“格⼦梁モデル”、“シェル+梁モデル”、“シェルモデル”

 合成梁断面

 施工段階用の合成断面

 テーパー断面

① 格⼦梁モデル

② シェル＋梁モデル
③ シェルモデル

 上部工の多様なモデリング手法

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
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『 合⼒分布図 』

『 合⼒テーブル 』

 混合桁橋における設計用合⼒の算出︓板要素や梁要素から成る合成断面の合⼒(Fx、FY、Fzを、MX、Mz)をテーブルと断面⼒図で表⽰

 合成梁断面

 施工段階用の合成断面

 テーパー断面

 混合桁橋における設計用合⼒の算出

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

合成 I-桁 施工段階解析用の合成断面

 格⼦梁と3次元モデルの両方でモデル化

 合成梁断面︓合成断面の定義

 施工段階用の合成断面︓主桁と床版が合成されるステージを定義、合成断面プロパティで定義した剛性が使⽤される

 テーパー断面︓テーパー付きの合成断面を定義

 各種の断面タイプの提供
PCテーパー断面 テーパーI端とJ端の剛性計算

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

 任意断面の活用 - SPC

 SPC『任意断面の剛性計算』

 Civilで提供する規格断面以外の任意形状の断面を定義

 CADデータを利用して断面形状を定義

 合成断面にも対応︓断面をパーツに区分、パーツ別に材料を定義

断面形状や剛性の読み込み

CADで任意形状断面を作成 SPCツールでCADファイルを読み込む

SPCで合成断面を定義

・スチールボックス部 ・コンクリート床版部

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

 架設工法ウィザード

 張出し架設工法(FCM)︓ウィザード上で橋梁形状や施工段階、PCケーブル配置や損失条件などが定義可能

 押出し工法(ILM)

 固定支保工式架設工法(FSM)、移動支保工式架設工法(MSS)

橋梁形状 テーパー断面 PC鋼材

材料 & 橋脚断面

橋梁形状 & セグメント分割数

各セグメントの施工期間

部材の初期材齢

 ウィザードを利用した架設データ作成 - 張出し工法

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
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 架設工法ウィザード

 張出し架設工法(FCM)

 押出し工法(ILM) ︓ウィザード上で橋梁形状や施工段階、PCケーブル配置や損失条件などが定義可能

 固定支保工式架設工法(FSM)、移動支保工式架設工法(MSS)

床版内PC鋼材橋梁形状 ウェブ内PC鋼材

 ウィザードを利用した架設データ作成 - 押出し工法

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

FSM ウィザード MSS ウィザード

 架設工法ウィザード

 張出し架設工法(FCM)

 押出し工法(ILM)

 固定支保工式架設工法(FSM)、移動支保工式架設工法(MSS)

 ウィザードを利用した架設データ作成 - FSM, MSS

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

 PC断面ウィザード

 標準断面と断面の変化情報を⼊⼒する事で一括にテーパー断面を作成

 橋梁の支間情報を⼊⼒ → 有効幅を自動計算

 軸方向鉄筋や定型的なPC鋼材を簡単配置 → PC鋼材の配置が決まっていない試⾏解析で効率性の向上ｃ

 ウィザードを利用した架設データ作成 - PC上部工

②スパン情報の⼊⼒

①標準断面の作成

③縦・横方向の幅員変化情報の⼊⼒

④鉄筋・PC情報の⼊⼒
『 幅員の変化情報の⼊⼒ 』

『 標準断面の上部⼯ 』

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

断面 荷重 PC鋼材

 ウィザードを利用した架設データ作成 - 横方向解析モデル

 横方向解析モデルの⽣成

 上部工の任意位置を選択して、横方向解析用の2次元フレームモデルを自動⽣成

 骨組モデルだけでなく、荷重（死荷重、活荷重、その他の荷重）およびPC鋼材、鉄筋が定義可能

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
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4室箱

格⼦モデル

 架設工法ウィザード

 多重箱桁橋の格⼦モデルウィザード
 格⼦モデルの⽣成︓多重箱桁橋を格⼦梁モデルに変換
 骨組モデルだけでなく、荷重（死荷重、活荷重、その他の荷重）およびPC鋼材、鉄筋が定義可能

 ウィザードを利用した架設データ作成 - 多重箱桁橋

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

 PC鋼材を3次元に配置することができ、より正確なPC橋の解析が可能
 直線、曲線、又は桁高変化に伴い鋼材の形状を変化させることが可能(要素形状基準)
 ウィザードを利用したPC鋼材⽣成︓dxfデータを利用して複雑なPCケーブルの形状や配置を簡単に配置

 ウィザードを利用した架設データ作成 - PC鋼材配置ウィザード

『 通常のPC鋼材の配置形状 』

『 スプライン 』

『 ラウンド 』

CADより
PC鋼線を読み込む

PC鋼材情報を
モデルの中に挿⼊

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

 架設工法工事時の施工確認
 PCケーブルの張⼒損失︓ ステージ別のPC鋼材の緊張⼒の損失量を確認
張出し工法の上越し管理
押出し工法の手延べ桁のたわみ

 架設工法の施工検討 - PC鋼材の張⼒損失量

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

張出し工法の上げ越し計算

 架設工法工事時の施工確認
 PCケーブルの張⼒損失
張出し工法の上越し管理︓ 確認型枠を設置した時に考慮すべき上越し量と、コンクリートを打設して型枠を外した後に当該節点に発生する変位を表⽰
押出し工法の手延べ桁のたわみ

 架設工法の施工検討 - 上げ越し量の計算

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討
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• 手延べ桁たわみのコンター＆グラフ表示

完成時に最小曲げ(負)モーメント 完成時に最大曲げ(正)モーメント

 架設工法工事時の施工確認
 PCケーブルの張⼒損失
張出し工法の上越し管理
 押出し工法の手延べ桁のたわみ︓ ステージ別の押出し⼯法の手延べ桁のたわみを表⽰

 架設工法の施工検討 - 手延べ桁のたわみ

活用例③ 『橋梁施工分野』 施工時の安全性検討

 多様なメッシュ⽣成機能を利用して、シェル要素を⽣成
 オートメッシュ︓平面領域、または複数節点を選択して領域指定
押出しメッシュ︓“節点→線要素” 、“線要素→面要素” など簡単にシェル要素を生成
 パターンによる要素分割︓ パターン指定から粗密領域のメッシュを簡単に作成

活用例④ 『地中構造分野』 上下水道施設の耐震解析

平面領域へのオートメッシュ機能を利⽤
→ 底版に要素生成

押出しメッシュを利⽤して内壁、柱を生成
（節点→線要素、線要素→面要素）

『 梁＋シェル要素から成る地下貯水施設 』

『 パターンによる要素分割 』

 壁構造に最適な多様なメッシュ⽣成機能
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析

 土圧・水圧の荷重を簡単に定義
線形荷重︓“静水圧” を簡単に定義
曲線荷重︓“静止⼟圧” 、“地震時主働⼟圧”、“地震時動水圧” を簡単に定義

 任意位置における圧⼒荷重︓ “平面荷重” を利⽤して要素の分割位置(節点位置)に関係なく、荷重を定義可能

『 ⼟圧・水圧の設定画面 』 原点
平面x軸

平面y軸

■ 平面荷重の定義
① 載荷平面に対して相対座標で荷重を定義
② 載荷平面を指定して、節点位置に関係なく載荷

x4,y4 x3,y3

x1,y2 x2,y2 -64.1

-66.6

 静水圧、平面荷重を利用した水圧、土圧の載荷

活用例④ 『地中構造分野』 上下水道施設の耐震解析

地盤バネ係数 = 節点当たりの負担面積 × 単位面積当たりの地盤反⼒係数
（自動計算） （⼊⼒）

 面分布支持バネ
単位面積当たりの地盤反⼒係数を⼊⼒するだけで、節点あたりの分担面積を自動計算して地盤バネを自動設定
線材(梁要素)と面材(板要素)の両方で使⽤できる
節点バネ(1節点バネ、2節点バネ)と分布バネタイプの両方が使⽤できる

■ 梁要素にバネ設定 ■ 板要素にバネ設定

※17番節点のバネ︓1.0m2の面積に地盤反⼒係数を掛けた値を自動計算
20番節点のバネ︓0.5m2、の面積に地盤反⼒係数を掛けた値を自動計算
5番節点のバネ︓0.25m2の面積に地盤反⼒係数を掛けた値を自動計算

 簡単な地盤バネ設定 - 面分布支持バネ

活用例④ 『地中構造分野』 上下水道施設の耐震解析
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ラインで選択

ポリゴンで選択

 任意方向の断面⼒合計
使⽤者が設定した断面の領域に対して、その領域内に存在する要素の節点⼒を出し合わせて断面⼒を計算

 切断面における単位幅当たりの断面⼒の分布図表示
使⽤者が指定した任意の平面(切断面)に対して、平面上に2次元の分布図を表⽰

任意方向の断面⼒合計

断面⼒を算出する断面定義

断面⼒の分布表⽰

 板要素の多様な断面⼒の算出方法

活用例④ 『地中構造分野』 上下水道施設の耐震解析
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midas Civil 梁要素を利用した単径間アーチ橋の構造解析






